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～大麦の適期管理を目指して～

ビール大麦と六条大麦の
出穂期が予測できるようになりました

農業試験場では、
大麦の葉耳間長を
継続して追跡調査
しておりました。

大麦出穂期予測のながれ

この方法で、農業試験場の大麦出穂
期を予測し、平年の出穂期と比較し
た早晩を情報提供します。

データの蓄積を継続し、出穂期葉耳
間長や積算気温推定式の精度を高め
ていきます。

問い合わせ先 ： 鳥取県農林総合研究所農業試験場 作物研究室 電話 ： ０８５７-５３-０７２１

※ 本書から転載複製する場合には必ず上記に許可を受けて下さい。

★ 防除や追肥の計画にご利用ください。

出穂期の葉耳間長がわかったので、調査時の葉耳間長との差
引きで、出穂までにあと何mm出るか（X)が計算できます。

葉耳間長があと何mm出るかを、予測式のXに代入すると、
平均気温の積算であと何℃必要か（ｙ）が計算できます。

①の調査日からの平均気温平年値を積算して、積算気温
がｙの値に達する日が出穂日となります。



【具体的データ】

表１．各麦種主要品種の場内作況ほ場群落における出穂期予測

出穂までに抽出する 出穂までに要する 推定出穂期

葉耳間長（平均値） ±標準偏差 調査日 葉耳間長 葉耳間長（X＝A-B） 推定積算気温（ｙ） （2012年）

（月.日） (mm) (mm) （℃） （月.日）

二条大麦 しゅんれい 215.6 ±14.9 4月12日 90.7 124.9 101.3 4月19日

六条大麦 シュンライ 173.3 ±8.7 4月18日 33.9 139.4 135.0 4月27日

　　注）１．出穂期葉耳間長は、しゅんれいが2010～2011年の平均、シュンライが2009～2011年の平均値。

　　　　２．生育調査時の葉耳間長は、2012年に各調査区群落より任意に選抜した20茎×2反復の平均値。

　　　　３．出穂までに要する推定積算気温は、各品種の推定式（図１，２）を利用して算出し、鳥取地方気象台観測の鳥取市平均気温平年値を調査日

　　　　　　以降積算した値が推定積算気温に達する日を推定出穂期とした。

麦種 品種

出穂期葉耳間長(A) 生育調査時葉耳間長(B)

(mm)


